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 ＱＬルーフ屋根計算プログラム
   

 操 作 説 明       
 
 
                     
 

     プログラムの内容 

   ・QL_roof.exe ･････････････ プログラム本体 

   ・『Data』フォルダ ･･････････ サンプルデータファイルがあります 

   ・『Load_data』フォルダ ･････ プログラムが使用するデータファイルのフォルダです 

   ・ver.txt ･･････････････････ 「QL ルーフ屋根計算プログラム」のヴァージョン情報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ｊ Ｆ Ｅ 建 材 株 式 会 社  建 材 技 術 部 

TEL.03-5644-1223   FAX.03-5644-1237 
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◇プログラムのメイン画面 
 

 
A 『設定』 

 「計算の方法」及び「荷重の比率」を設 

 設定します。 

 荷重値を直接入力して計算する場合 

 は、先にこの設定を実行して下さい。 

 『設定』画面の詳細は P.9 参照。 

 

B 『データ読込』『データ保存』 

 設定条件の保存及び読込機能。 

 データファイル拡張子は「qlr 」。 

 

C 『計算』 

 設定された条件で、計算結果を表示 

 します。P.10 参照。   

 

D 『終了』 

 本計算プログラムを終了します。 

 

※『概要』『耐火仕様』については P.7、 

 P.8 を参照下さい。 

 
 
 
 

 
 
 

この部分に入力する項目の簡単な説明を表示

B C DA
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データ入力①：（デッキプレート種類、接合方法、所在地） 
 
■デッキプレートの仕様   

  ①デッキプレート種類（４種類） 

     QL99-50-12Y／QL99-50-16Y 

     QL99-75-12Y／QL99-75-16Y 

     （使用 QL ルーフは全て亜鉛めっきです） 

  ②デッキと梁（母屋）との接合方法 

     母屋板厚に応じて選択します。 

   ・母屋板厚 ≧ 6mm 

     焼抜き栓溶接  

     打込み鋲 （母屋板厚の最大値は 32mm） 

   ・母屋板厚 ＜ 6mm 

     ドリルねじ（６φ） 

 

  接合方法によって風吹き上げ荷重時の接合強度は 

  異なります。 

 接合強度（長期：N） 

焼抜き栓溶接 打込み鋲 ドリルねじ 
   接合 

   方法 

 

板厚 端部 
中間

部 
端部・中間部 端部・中間部

1.2 1170 4000 3100 

1.6 1560 4310 3500 
1570 

 

■所在地     

  建物の建設所在地です。 

   『都道府県』と『地域』リストより選択します。 それにより、右中欄の「積雪荷重の設定」の諸数値が変わります。 

   地域によっては地図での区分けとなっている所もあります。 建設所在地に関する施行規則等の例規を必ずご確認下さい。 

     （本プログラムのデータは、2011 年 5 月～9 月頃の例規を参照して作成しています。地域により参照した時期が異なります。） 

 最初にこの部分を設定します 
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データ入力②：（風荷重設定用数値入力） 
 
   平成 12 年建設省告示 1458 号※ に基づき風荷重を算出します。 

■風荷重の設定 

  ①粗度区分  

   建物設置地域から画面中のⅠ～Ⅳまでを選択  

   します。Ⅳは、Ⅰ～Ⅲ以外。  

 

  ②軒の高さ入力  （H1）入力。    

  ③建物の高さ入力（H2）入力。    

  ④張間方向の長さ（D） 入力。    

 

  ⑤屋根の種類・建物（屋根）の形状 

    屋根及び建物の形状に応じて選択します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 12 年建設省告示 1458 号 

   屋根ふき材及び屋外に面する帳壁の風圧に対する構造耐力上の安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件 
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データ入力③：（積雪荷重設定用数値入力、その他の荷重） 
 
■積雪荷重の設定 

  垂直積雪量・積雪の単位量（ρ）を設定します。 

 

 垂直積雪量(cm)は、次の２方法で算出が可能です。 

  1.値を直接設定する。 

    特定行政庁の指定数値がある場合は、参考値 

    としてその数値が自動的に反映されます。 

    所在地の変更により、値が切り替わります。 

  2.建築基準法施行令に基づく計算を行う。 

    標高・海率を入力すると自動計算されます。 

  

垂直積雪量が特定行政庁により規則で定められて 

いる場合は、その値を用いて下さい。 

注：例えば「札幌市」の場合でも、積雪量は区域に 

  より異なり、単一値ではありません。 

      所在地の積雪荷重に対する施行細則等を 
      必ず確認して下さい 
 
■その他の荷重 

 ①仕上げ・その他の荷重 
   断熱材、防水仕上げ材等です。 
   積雪荷重・風荷重を除く鉛直荷重（但し、デッキ 
   重量は除きます）を入力して下さい。 
     
 ②積載荷重 
   考慮の必要がある場合に設定します。 
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データ入力④：（スパン） 
      検討するスパン数を▲▼キーで設定し、各スパンの値を入力します。（最大設定スパン数 ４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 7 -

◇『プログラム概要』の表示 
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◇『耐火仕様』表示 
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◇『設定』メニュー表示 
 ■計算の方法  

  方法選択により入力条件が異なるため、入力画面が変更されます。 
   『風・雪荷重値を直接入力する』を選択した場合は右下のような入力画面となります。 

       （初期値『告示第 1458 号及び積雪量より計算・・・』を選択した場合は、前ページ迄のメニュー画面です。） 
 
 
                                『風・雪荷重値を直接入力する』を選択した場合のメニュー画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■荷重の比率  

   条例での設定等により、必要に応じ計算する荷重の比率を変更します。  

   初期値は、建築基準法施行令第 82 条第 1 項第二号の表で定められた値です。 
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◇計算結果表示 
 
 
 
 
 
 
                                                                                       『印刷の設定』画面 
 
 

 

 

 

 

 

 
                                                                                  ・印刷する計算書へ「物件名」と「ページ No」の表記を 

                                                                          行います。 
 

 


